
岩出山文化会館十
( ス コ ー レハ ウス)

.

〒9 8 9 - 6 4 1 1 大崎市岩出山字船場2 1

蹄売り日由腐: 高校生/ ｢ 鮫 1 ,0 0 0 円 小中学生 5 00 円

当 日自由廊: 高校生/ ｢ 駿1 ,5 0 0 円

【≠ケ ツ ト発売所】

岩出山 文 化会 館 : 0 2 2 9 - 7 2 - 0 3 5 7

ク ラ フ ト木 村 : 0 2 2ク
ー 2手

- 7 2 1 1

ドコモ シ ョ ッ プ古川中央店 :■0 2 2 9 - 2 4 - 6 8 0 0 ,

【当日スケジヒ
ー ル】※

基 岩 会 発 表 会 : 1 3 時 0 0 分

子 供 ■ 狂 言 教 室 発 表 会 : 1 5 時 0 0 分

休 憩: 16 時3 0 分

大蔵千太郎 舞台公演 (有料) : 1 7 時 0 0 分
涼 スケ ジュ

ー

ル は変 王に なる場合がご ざい ます ｡ ご了承くだ古い ｡

. 雷 平成2 6 年度文化庁伝統文化親子教皇事業 t

'

主催
し

: 基岩会 協賛 : 文化庁 後援 : 大崎市教育垂員会 お問合せ : クラフ ト禾村 0 2 2 9 - 2 3 - 7 2 1 1 (古川駅前大通り 1 - 1 4 3 - 3)



■･ ■ 子 ども狂言教室に つ い て ■･■

r 子 ども狂言教室｣ は､ 文化庁伝統文化親子教室事業とし

て
､ 大崎市内の小中学校に通う子 どもたちを対象に開催い

たしま した ｡ 練習期間は､ 7 月か ら1 1 月 に か け て の 全 5 回 ､

毎回 2 時間程度で した｡ ま た､ 日 頃
｢ 基岩会｣ で 狂言指導を

し て くださ っ て い る能楽師狂言方大蔵流 大蔵千太郎氏に

講師をお願い いたしました｡

｢ 子 ども狂言教室｣ の 呼びかけに､ 集ま っ て く れた子ども

たちは1 9 名｡ 学校も年齢も興味関心も違う子 どもたち で

したが､ 千太郎先生の面白くて 分かりやす い説明を聞きな

が ら
､
い つ も真剣に､ そ し て と て も楽し そう に取り組ん で

い ま し た｡ 先生 の教えは､ 狂 言 の面白さを伝え てくださ る

だけ で はありま せ ん ｡ 挙勢や礼儀に つ い て厳しく指導され

る場面もありました｡ しか し､ ｢な ぜ､ こ の姿勢で な い と い

けな い の か｣ な ど､ 動作を交え て小 さい 子にも分かりやす

く説明され て い た の で ､ 十分理解でき て い たよう で す ｡ 練

習の 後の子どもたちは､ い つ も笑顔い っ ぱい で した｡ 短期

間の練習で はありま したが､ 子 ど もたちはたくさん の こ と

を学び取 っ て くれた こ と と思 い ます｡

さ て本日は､ 練習 の 締めくくり とし て ､ 岩出山ス コーし

ハ ウス の能舞台で の発表会を迎 え る こ と と なりました｡ ぜ

ひ ､ 子 どもたちの頑張りを最後まで応援して い ただければ

と思 い ます ｡ ま た､ こ の 発表会を通し て ､ よ り多く の 方に

狂言 へ の 興味を持 っ て い ただけた ら幸い で す｡

t

＼

･
- /

▲▲■

※

大

赦
千

太
郎

の

舞

台
公

演
は

有
料

と
な
り

ま
す
ぅ

ご

了

承
く
だ
き

い
｡

一

七

時

0

0

分

大

蔵

千

太

郎
･

千

太

郎

組

狂

言

公

演

人戯 下太郎 (おおくら せ んたろう) 能繋師 狂言方 大蔵涜

昭 和 4 9 年(1 9 7 4 ) 生

大 孤流 若手 狂言 S H I N ～ 大 赦三 兄弟･ ～ ｡

公 益社団法 人能 楽 協会 理 事 ､ 同東 京支 部 定議員 ｡ 東 京 都在 住 ｡

二 十五 世大 蔵 頭太 郎 の 長 男｡ 本名
｢ 基 照( も とみ つ) ｣ ｡

祖父 二 十四世大蔵 滴右 衛 門及 び父 に師事 ｡

五 才
｢
以 呂波｣ に て 初 舞 台 を経 て ､ 末広 が り ､ 千 歳 ､ 那須 ､ 三番三 ､

釣 狐 ､ 花子 の 大曲
･

秘 曲 を披 く ｡

平 成 1 0 年 ､ 宗 家 に伝 わ る幼名
｢
千太 郎｣ を襲名｡

平成 1 4 年 ､ 茎 誠( 弟) ､ 教義( 従弟) と共 に大戒 狂言 S H I N を結成 ｡

一大滴 三 兄弟J F 狂言 わ らん べ』 『N D h + K y o u g e n S 瑚 e 止を はじ め､ 千太郎企画路地 裏 シ リーズ
『四谷三 丁

目の路地裏d e 狂言( 毎月第 2 木曜) 』 r 日本の 心/ 伝統の 技(毎月策 4 水 曜) J
r
古川な ご み狂言( 宮城県/ 隔 月) J

を主催 ｡

狂 言の 普及 ､ 指導 に勤め ､ 能楽界 の 発展 に意欲的に取 り組 む｡

各 能楽堂 で の 活躍は もちろ ん､ 日本各地 で の 学校 公演や 狂言教室 ､ 東 京(基永 会) ･ 千 葉( 基春 会) ･ 宮城 ( 基

岩 会)
･

横 浜( 基濱会) の 稽古場 を主 催｡ 震災復 興ボラ ン テ ィア (能楽の 心 と癒 し を被災地 ヘ プロ ジ ェ ク ト)

に も参加｡

また ヨーロ ッパ を中心に ､ 海 外公演も数多く好評 を得 て い る ｡

平成1 8 年 ､ テ レビ東京 r 太陽 クラブj に狂言指導にて 出演 ｡

平 成 24 年 ､ N H K 土曜 ドラマ ス ペ シ ャル
『負 けて ､ 勝 つ

～

戦後を創っ た男 ･

吉田茂
～

J で は ､ 昭和 天皇役 ｡

平成 2 5 年 ､ 三 越劇唱/ ア ガサ クリス テ ィ 戯 曲
r 名探偵 ポ ワ ロ ～ ブラ ッ ク コ ー ヒ ー

J 執事 トレ ッ ドウ ェ ル 乱

lお もな海外公演】

1 9 9 2 年 ヨーロ ッ パ 公演 ( パ リ
･

チ ューリ ッ ヒ)金 春流宗 家能 楽団 に参力鮎

1 9 9 4 年 トル コ公演 ( ジャ パ ン フ ェ ス テ ィ バル) 現地 の 子供達 と狂 言を演じ好評 を得 る ｡

1 9 9 5 年 ス ウ ェ ーデ ン 公演( ス トッ クホルム市) 市の 召喚で 4 公演 を演 じ好 評を得 る｡

1 9 9 8 年 ロ シア ウラ ジオス トッ ク公演《ス タニ ス ラ フス キーと互理 解の 芸術》国際文 化 フ ォーラ ム に参加 ｡

1 9 9 8 年 ス イス ･ ク ロ ア チア 公演( チ ュ ーリ ッ ヒ ･ ザグ レブ)観世流能楽 団 に参加｡

2 0 0 0 年 ポーラ ン ド ･ ドイツ 公演 ( ポ
ー

ラ ン ド全市) ポーラ ン ド各市
･

ドイ ツで の公 演で 好 評を得 る｡

2 0 0 4 年 マ レーシ ア ･ クア ラ ル ン プ
ー

ル公演｡

Z O O 9 年 ロ シア ウラジオス トッ ク公演｡

2 0 0 9 年 飛鳥Il ワール ドクル
ー

ズ( ホノ ルル ～ 横浜) 船内公演｡

2 0 1 0 年 飛鳥Il ワ ー ルドクルーズ( ア ラ ス カ ～ 横浜) 船内公演｡

2 0 1 0 年 シ ンガポール 公演｡

2 0 1 3 年 韓国公演｡
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基岩会( きがんかい)
に つ い て

私た ち基岩会は､ 狂言を楽しむ会で

す ｡ 平成1 9 年1 0 月 ､ 旧岩出山町の岩出

山公民舘主催による芸術文化講座
｢ 狂

言教室｣ の 参加者が ､ 大崎市 へ の合併に

ともな い本事業が無くな っ て しまう こ

とを受け､ 狂言の 練習を継続するために

｢茎岩会｣ を発足 い たしました｡

普段は､ 東京から大蔵千太郎先生を隔

月で お招きし､ 狂 言の 練習を し て い ま

す ｡ また､ 先生が いら っ し や らな い月に

は､ 会員 で集ま っ て自主練習を行 っ て い

ます｡

昨年度は､ 有志参加 により伊勢神宮の

秋の 神楽祭にお い て
｢ 小舞 ( 狂言 の 中

で舞われる舞) ｣ を奉納し て参りました｡


